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【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

東館 西館 ユニット名 ユニット名

○ ○ ○ ○

○
○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○
○

○
○ ○

○ ○

○ ○

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどできていない

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが
2. 利用者の２/３くらいが

2. 少しずつ増えている
3. あまり増えていない
4. 全くいない
1. ほぼ全ての職員が

3. 職員の１/３くらいが

3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない

68

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての家族等が
2. 家族等の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての家族と
2. 家族の２/３くらいと
3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんどできていない
1. ほぼ毎日のように
2. 数日に1回程度

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

3. たまに

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどない

2. 職員の２/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

65

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

67

1. 大いに増えている

令和3年6月30日

公益社団法人　佐賀県社会福祉士会

所在地

訪問調査日 令和3年3月24日

4. ほとんどいない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

4. ほとんどない

有限会社　お元気村

評価機関名

http://www.kaigokensaku.jp/

佐賀県佐賀市ハ戸溝一丁目15番3号

事業所名

令和3年1月15日

所在地

自己評価作成日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
市街地に立つホームの壁には、設立時に地元高校に依頼し、絵を描いてもらう等、地域の一部としての
ホームで居たいという思いが表れている。取り組みにも朝市等を取り入れ積極的に地域に馴染もうとす
る姿勢があり、繋がり作りに役立っている。入居者は落ち着いて和やかな雰囲気で生活している。医療
面のサポートが充実していることもあり、終末期などは家族の希望に応じ、看取りまで行うケースも多
い。看取りまで行うことで、スタッフの利用者に対する思いが「その方の最期まで」という意識に繋がり、
普段のケアの充実にも繋がっている。コロナ禍にあり、感染症流行により、自粛を余儀なくされる部分も
多いが、そこを補うべくスタッフも日々工夫して支援に努めている。

基本情報リンク先

佐賀県鳥栖市宿町門戸口1399-1

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 利用者様お一人お一人の心身の状態に合わせながら、ご本人様の持つ力を発揮できるよう支援方法
をその都度模索しており、最期まで安心してここでの生活を送って頂けるよう努めています。また、ご家
族様との信頼関係の構築に努めると共に、様々な専門職との連携を図り、ご本人様を取り巻くたくさん
の人々が共に支え合う形で協力関係を築くことで、よりきめ細やかなチームでのケアに努めています。
また、職員個々が専門的な知識を身につけられるよう勉強会の開催や資格取得に向けてのサポート体
制を整えており、地域の中での役割を常に考えながら、地域に根ざした親しみやすいホーム作りに努め
ている。

グループホームお元気ハウス

評価結果市町村受理日

4170300174

法人名

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

3. 利用者の１/３くらいの
4. ほとんど掴んでいない

2. 利用者の２/３くらいの

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

1. ほぼ全ての利用者の

63

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

66

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

59

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

2. 数日に１回程度ある
3. たまにある

　（別紙４）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

64

1. 毎日ある

56

1  自己評価及び外部評価結果

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

4. ほとんどいない

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、その
理念を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取り組み
を積極的に伝えながら、協力関係を築くよ
うに取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をし
ないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

外部評価

実践状況

自己評価（西館）

実践状況

玄関先に理念を掲示しており、意識付け
に繋げている。また、介護計画に基づい
た個別ケアをチームで協力して行い、こ
まめにケアの見直しを行いながら理念
の実践に努めている。

ホーム独自の理念を目に付くところに
掲示している。入職時には実際書いて
もらい、意味の説明を行っている。会議
や普段の支援の中でも先輩職員が後
輩に理念を踏まえたアドバイスをしてい
る。

一昨年までは各行事や高齢者カフェの
開催などを行ったり、こちらからも地域の
行事に出向くことで、地域との交流の機
会を作っていたが、感染症流行により開
催を延期しており、交流の機会が減って
いる。

自
己

外
部

項　　目
自己評価（東館）

地区の一員として回覧板も回してもらっ
ている。散歩に出ればあいさつを交わ
し、差し入れ等をもらうこともある。コロ
ナ禍以前は朝市を通し地区住民とのつ
ながりを作っていた。

目につきやすい玄関先や休憩室に理念
を掲示して意識してみるようにしており、
カンファレンスの際にも理念に基づいた
利用者本位のケアに繋げられているか
話し合いを行い、支援の改善に努めて
いる。

一昨年までは秋祭りや餅つき、朝市の
開催や避難訓練に参加して頂く等の取
り組みを行っていたが、感染症流行によ
り地域との交流が減っている。毎月発行
しているお元気便りを来訪者にお渡しし
ている。

一昨年までは高齢者カフェの開催等、地
域の方々に認知症のことを知って頂く機
会を作れていたが、感染症流行により実
施を中止している。施設見学や相談等、
感染対策を行いつつ随時対応している。

2ヶ月に1回開催しており、事故報告や活
動報告と共に現状をお伝えし、ご質問や
ご意見を頂きながら情報交換を行うと共
にサービス向上につなげている。昨年末
からは書面での意見交換を行っている。

現在は感染防止のため、対面での会
議の代わりに書面でのやり取りで意見
交換等を行っている。会議の結果や意
見を不参加の家族に伝えるため、会議
録を送付することを検討している。

定期的に認知症の勉強会を開催してお
り、職員が入居者ご家族様やご親族な
どから質問を受けた時に、適切な知識を
もって答えられ、認知症についての理解
を深めて頂けるよう努めている。

ご家族様や地域の方々に参加して頂い
て年6回開催し、現状報告や改善策等に
ついてご意見を頂いている。昨年末から
は書面で意見交換を行っており、職員が
閲覧できるよう掲示している。

書類提出等にて介護保険課に出向いた
り、質問等がある際に担当者の方とお
電話で相談させて頂きながら情報共有
に努めており、管理者を主に気軽に相
談させて頂ける間柄となっている。

認知症キャラバン活動やグループホー
ム協会等、市と協力する活動も多く、管
理者を中心に市とやり取りを頻繁に行
い、協力体制を築いている。

身体拘束等の適正化のための指針を作
成しており、会議の際や運営推進委員
会でも定期的に身体拘束に関しての意
見交換を行うことで、客観的な目線で不
適切なケアにつながる行為が行われて
いないかを判断しながら、拘束しないケ
アに努めている。

現在、身体拘束は行っていない。玄関
の施錠もしておらず、音が鳴る工夫に
より安全面にも配慮されている。研修
や内部の勉強会により、身体拘束に関
して理解を深め、日頃のケアでもスタッ
フ同士気を付けて支援している。

管理者が鳥栖市集いの場づくり協議会
や日本認知症グループホーム協会佐賀
県支部の役員をしており、事業所の実
情をお伝えしながら市町村との協力関
係を築いている。

日中玄関の施錠はせずに、見守りの中
で自由に出入りして頂けるようにしてい
る。また、会議やカンファレンスの中でも
何が身体拘束にあたるかを話し合いな
がら、工夫した支援方法にて身体拘束
にあたるようなケアにつながらないよう、
職員同士協力している。

定期的に職員の勉強会で虐待について
学ぶ機会を作り、カンファレンスを通して
ケアの見直しを行いながら、適切なケア
方法を模索することで、虐待の防止にも
つなげている。

日々のケアの中で不適切な対応がない
か、その都度チームで相談しながらケア
方法の改善に努めている。また、職員の
精神面のサポートとして、ケアの相談や
改善策等その都度一緒に考えている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自己評価（西館）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（東館）

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、
利用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、
十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設け、
それらを運営に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会を作り、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている

成年後見人制度を利用されている方が
おられるため、担当者を中心に後見人
の方とその都度相談をしながら、利用者
本位のケアにつなげていけるよう協力関
係を築いている。

ご家族様が遠方にしかおらず、成年後
見制度を活用されている利用者様がお
られるため、後見人の方と相談しなが
ら、ご家族様との連絡もとりつつ、協力し
て利用者の方を支えている。

契約前の段階で施設の説明や契約内
容の確認を十分に行い、ご家族様ご本
人様が納得した上で契約締結が出来る
よう努めている。また、改定等について
も書面を作成し、直接説明を行ってい
る。

運営推進会議の中でも、ご家族様から
の率直な疑問やご意見・ご要望をお聞
かせ頂くと共に、スタッフ会議等でも意
見を他職員に伝えることで、サービス向
上につなげている。また、

コロナ禍で面会が制限される中、電話
連絡を頻回にし意見をもらうよう努めて
いる。毎月ホーム便りや本人の様子の
手紙を送付し様子がわかるように工夫
している。

契約前の説明に限らず、ご不明な点や
疑問点があればいつでも相談して頂け
るようお伝えしながら関係作りにも努め
ており、改定時にも書面や直接の説明
にてご理解を頂いている。

ご家族様と連絡をとる際にはご本人様
の状況も詳しく説明し、ご意見やご要望
がないか確認をしながら意向の把握に
努めている。また、運営推進会議やス
タッフ会議でも意向をもとにしたケアの
改善を検討している。

全体のスタッフ会議のみならず、グルー
プホーム会議や管理者・リーダー会議を
毎月開催しており、運営に対しての意見
交換や改善策などを話し合いながら、情
報共有にも努めている。

普段のかかわりの中で、職員間で支援
や運営に関して話し合う機会がある。
会議でもスタッフ全員が発言できるよ
う、先輩職員の配慮がある等、全体の
声を反映できるように努めている。

職員の経験年数や力量に合わせてリー
ダー・サブリーダー等の役職を選任する
と共に、資格取得においてのサポート体
制がある。また、毎年の昇給だけでな
く、長く勤務している職員に対して賞与
があり、続ける意欲につながっている。

毎月の各会議やカンファレンスにて、ケ
アについてや業務面での意見交換・相
談の機会を作っている。また、新しい提
案も職員同士で協力して実施し、翌月の
会議で評価を行っている。

毎月職員は自己評価シートにて業務目
標の達成状況を振り返り、向上心をもっ
て働けるようにしている。また、各々の希
望に合わせた勤務調整と有給休暇の取
得等、働きやすい職場環境の整備と共
に相談にのりやすい環境作りにも努め
ている。

感染症流行にて機会は減っているが、
経験年数や職員の意欲に合わせて、資
格の取得や研修等への参加等、働きな
がらスキルアップできるサポート体制が
整っている。

感染症流行にて機会は減っているが、
高齢者カフェや研修会への参加、開設
者研修の受け入れ等、同業者との意見
交換やネットワークづくりにつながるよう
な取り組みを行っている。

新人職員には指導の担当をつけること
で、相談しやすい関係作りに配慮してい
る。また、より専門的なケアが行えるよう
資格取得のサポート体制が整っている。

感染症流行にて実施が難しくなっている
が、研修への参加や施設見学、管理者
研修等交流の機会はあり、サービスの
見直しに向けての情報交換ができる良
い機会となっている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自己評価（西館）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（東館）

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係
づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、暮らしを共にする者同士の関係を
築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、本人と家族の絆を大切にしなが
ら、共に本人を支えていく関係を築いてい
る

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めている

入所前からご本人様ご家族様の要望や
困っている事等について十分に相談を
行い、初期は特に密に関わりをもつこと
で不安を少しでも安心に変えていけるよ
う支援し、信頼関係が築けるように努め
ている。

相談の段階から、ご家族様の抱えてい
る悩みや不安を十分に伺い、当施設で
出来る事をお伝えしながら、経過や状況
をその都度報告する中で、要望等を伝
えて頂きやすい関係作りに努めている。

事前の情報収集にて不安や要望を十分
に汲み取り、24時間シートに経過を記載
して情報共有を行っている。それを活用
して信頼関係が築けるような関わり方や
ケア方法の模索に努めている。

利用開始前から十分にご家族様のお話
を傾聴し、利用者様の生活状況を書面
や電話、面会時等にその都度お伝えし
ながら、ご要望に出来る限り対応するこ
とで信頼関係が築けるよう努めている。

相談の段階で当ホームの利用に限らず
他の施設利用がより適切と判断される
場合には、ご家族様やご本人様の意向
を確認した上で、他の施設の情報提供
や紹介等も視野に入れて対応している。

ご本人様のこれまで生きてきた経験を
活かして、能力や意欲を引き出しながら
得意な事・趣味・家事作業等が継続して
行えるよう支援し、介護を受ける側でな
く、共に過ごす人と人の関係作りを行う
ようにしている。

入所時は事前の情報収集にて暫定のケ
アプランを立て、経過を密に情報共有し
ながら、ご本人様ご家族様のご意向をよ
り深く汲み取れるよう努めている。

ご本人様が今まで過ごしてきた年月に
敬意を示しながら、その知識や経験を活
かして頂けるような活動に参加して頂
き、共に助け合い支え合いながら良好な
関係づくりができるよう努めている。

ご家族様の存在が精神的な支えである
ことをお話ししながら、経過を毎月の手
紙や写真、電話、面会等でもお伝えし、
ご本人様のこともより深く教えて頂くこと
で共に支え合いながらケアに繋げてい
る。

現在は感染症流行にて不用不急の外出
を避けたり、来訪者の制限も余儀なくさ
れているが、それ以前は開放的な施設
の雰囲気づくりに努めていた。また、ネッ
ト環境を整備し、ラインのビデオ通話に
て交流の機会を作っている。

コロナ禍で制限がかかる中、地元への
ドライブや馴染みの人とのオンライン面
会、窓越しの面会等を行っている。朝
市やカフェ等、自粛明けには再開でき
るよう関係の維持にも努めている。

毎月の手紙やカンファレンスの意見を伺
う際、または面会時等にはご家族様とた
くさんお話しするように気がけており、一
緒によりよいケアを模索しながらご本人
様を支えられるよう努めている。

朝市や行事の開催にて近隣の方々の来
訪の機会を作り、馴染みの関係が継続
できるよう努めていた。現在は感染対策
で来訪者を制限する代わりにラインでの
ビデオ通話で連絡ができるよう支援して
いる。

利用者さん同士の関係に配慮しながら、
ソファーを活用して他者との交流がもて
るような環境作りに努め、一緒に出来る
活動やお手伝い等を通して楽しい時間
を過ごして頂けるよう支援している。

交流の機会が作れるような席の配置を
その都度検討しており、ほぼ毎日全員
が参加できるような体操や歌のレクリ
エーションを行うことで、交流が楽しくも
てるよう支援を行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自己評価（西館）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（東館）

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じ
て本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに
活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能
化に取り組んでいる

利用終了後にも、行事の開催や交流の
機会がもてるよう連絡をとったり、お手紙
を送らせて頂くこともある。朝市や高齢
者カフェを開催していた際には参加して
下さることもあった。

運営推進会議には昔利用して頂いてい
たご家族様が参加して下さっている。利
用終了後にも朝市に来られたり、新聞紙
や古布等を持って来て下さる方もおられ
る。また、認知症に関する相談等も随時
受けている。

関わりを大切にしながら日々ケアを行う
ことで、ご本人様の意向や想いの把握
に努めており、ご家族様からのお話等も
情報の共有することで、個々に合わせた
ケアが行えるよう努めている。

日常会話の中から些細なことでも入居
者の思いとしてとらえ、支援に反映して
いる。スタッフは日常的にゆっくり話す
機会を設け、話しやすい雰囲気を作っ
ている。意思表示が難しい場合は、家
族との連絡を細目に取り、意向の把握
に努めている。

入居前の時点でご本人様やご家族様か
ら、生活状況の聞き取りを十分に行うよ
うにしており、暫定のケアプランと共に情
報提供書を作成して職員が閲覧できる
ようにしている。

日々の関わりを通して、お一人お一人の
想いやご要望をできる限り汲み取れるよ
う、表情や言動から意向の把握に努め
ている。また、出来る限りその要望にお
応えできるよう職員同士で協力して対応
している。

事前に収集した情報は閲覧できるように
掲示しており、入居後も会話の中から暮
らしぶりを伺ったり、ご家族様や各担当
者にも必要に応じてその都度確認する
ようにしている。

支援状況の情報共有を行い、お一人お
一人の有する力を発揮して頂けるよう職
員が連携して支援を行っている。また詳
細の伝達を行い、その日のご本人様の
状態に合った過ごし方を検討している。

ご本人様の状態に合わせてカンファレン
ス日の設定を行い、ご家族様や各専門
職からのご意見を頂いた上で、現状の
支援状況の確認と、今必要なケアが何
であるかの検討を行い、ケアプランに反
映させている。

入居者の担当職員やケアマネジャーを
中心に、ホームスタッフや家族、医師、
看護師等の関係職員が連携し計画を
作成している。ケアごとにチェック表を
活用し、支援内容を把握しながら、必要
時に見直しができる仕組みを構築して
いる。

詳細なアセスメントと、日々の申し送りや
支援状況の伝達にて、個々の状態や1
日の過ごし方について情報共有してお
り、力を引き出せるような支援方法の模
索を協力して行っている。

日々の支援の中でも現状の支援につい
て検討を行いながら、定期的なカンファ
レンスの中でご家族様やご本人様の意
向、医療面・介護面からの専門的な観
点もふまえて話し合いを行い、介護計画
の立案を行っている。

個別の介護計画にケア状況の詳細を記
載するよう努めており、申し送りにて情
報共有を行うことで支援方法の検討を
行っている。又、支援状況をふまえてカ
ンファレンスでも検討を行っている。

ご本人様の状態変化やご家族様の状況
によって、ニーズも変化していくため、各
専門職や協力して下さる各関係者と連
携しながら、出来る限り柔軟な対応にて
要望にお応えできるよう努めている。

介護計画に沿った支援を行うと共に、支
援状況の詳細を介護記録に記載するよ
うにしており、職員同士で気づきの共有
やすることで新たな支援方法の模索や
ケアの見直しに繋げている。

ご家族様やご本人様の意向に合わせな
がら、その都度管理者や専門職、介護
職員との相談を行い、可能な限りで柔軟
に対応することで、より豊かな生活を
送って頂けるような支援に努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自己評価（西館）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（東館）

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職や訪問看
護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、又、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備え
て病院関係者との関係づくりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練を
定期的に行い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体制
を築いている

託児所の子どもとの交流や高校生の吹
奏楽演奏会、地域行事への参加等、地
域との交流を楽しんで頂きながら関係作
りを行っていたが、感染症流行にて交流
の機会が減っている。

定期的な主治医の訪問だけでなく、いつ
でも相談のもと適切な医療が受けられる
よう24時間の連携体制があり、ご本人様
やご家族様が安心して頂けるよう説明
や同意を得ながら支援している。

入居前のかかりつけ医を継続すること
が出来るが、ホームのかかりつけ医の
説明も行い、希望があれば変更してい
る。常時医療と連携が取れる体制があ
り適切な医療を提供している。

あんしん相談員さんの訪問や、民生委
員さん、区長さんからのご意見も頂きな
がら、利用者様の豊かで安全な暮らしに
ついて検討を行っている。感染症流行に
て行事等での協力の機会は減ってい
る。

ご希望のかかりつけ医にて、他科受診
の際にも連携や協力体制を整えており、
心身の状態に合わせて適切な医療が受
けられるよう情報伝達を行っている。ま
た、他科受診の支援も必要に応じて職
員が行っている。

日中は看護師が常駐しており、こまやか
な体調変化も伝達を行うことで、利用者
様が適切な医療面のケアが受けられる
よう協力体制を築いている。また、夜間
も連絡体制が整っており、24時間体制で
連携をとっている。

主治医の協力も頂きながら、入院先へ
の情報提供を行い、ご本人様の情報を
詳細に伝えることで、入退院時のリスク
軽減に努めている。また、早期退院に向
けてもこまめに情報共有を行いながら、
主治医とも相談して対応している。

24時間体制で協力関係を築いており、
朝夕の伝達以外でも、必要に応じて報
連相を行いながら、利用者様へのきめ
細やかなケアが行えるよう努めている。
また、些細な変化も報告することで、予
測した対応が行えるよう努めている。

入院時には主治医に協力して頂いて、
情報提供を行っており、退院に向けて起
こり得るリスクや今後対応可能な医療面
の支援についても相談しながら早期退
院に向けて支援している。

入所時点での看取りに関してのご意向
を確認すると共に、経過の中で体調を大
きく崩された際やターミナルケアへの移
行時期には、その都度ご家族様との話
し合いの機会を作り、意向をチームでも
共有して支援に繋げている。

入居時や終末期を迎えた時、家族や関
係者と十分話し合い、対応を決めてい
る。医師との連携で看取りまで行う体制
が整えられており、スタッフも終末期ケ
アに関して真摯に向き合い協力して支
援している。

定期的に緊急時の対応について勉強会
で学ぶ頂く機会を作っており、消防署の
協力のもとＡＥＤの使用方法についても
ご指導頂いている。また、緊急時の準備
物の確認も定期的に行っている。

入所時には看取りの指針についてのご
意向を確認し、日常からご家族様との意
見交換を行いながら、重度化や終末期
に際しても再び話し合いの機会を作り、
介護や医療の各専門が方針や想いを共
有して、チームでのケアに努めている。

常日頃より医師や看護師から観察点や
対応方法をご指導頂いており、緊急時
の対応についても定期的に勉強会で学
ぶ機会を作っている。また、物品の確認
も定期的に行っている。

全体・各部署での火災・避難訓練を毎年
2回実施していたが、感染症流行にて全
体での訓練は中止している。また、昨年
末は消防署に相談して、避難訓練の勉
強会を訓練代わりに実施している。

年2回避難訓練を行っていたが、感染
予防の観点から従来の形式では行って
おらず、消防署に相談し勉強会を行う
ことで、防災や避難に関する知識を確
認している。夜勤専門スタッフも避難手
順を理解するよう取り組んでいる。

定期的に火災・避難訓練を実施してお
り、近隣住民にも数名参加して頂いてい
たが、今冬は感染症流行にて全体での
訓練は行わず、消防署相談のもと勉強
会を代わりに実施している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自己評価（西館）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（東館）

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそって
支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員
が一緒に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に
応じた口腔ケアをしている

関わりを深くもつ中で、親しくなると共に
言葉遣いや対応の仕方に慣れが出てし
まわないよう、会議の中でも議題にとり
あげ、ご本人様を尊重した関わり合いが
もてるよう注意している。

職員の意識の中に、かけがえのない入
居者一人一人の存在というものがしっ
かりと根付いており、その方を尊重する
支援に努めている。普段の中で気にな
る対応や言葉遣い等は、その都度お互
いが注意している。

ご本人様の生きてきた歴史を重んじな
がら、その人らしさを大切にして、対応や
言葉かけを配慮出来るようカンファレン
スでも話合っており、毎月の自己評価の
項目でも自身を評価するようにしてい
る。

要望や意向を確認しながら支援を行うよ
うに気がけており、ご自分の想いを十分
に伝えられない方には、ご家族様からの
情報や日々の支援の中での気づきを職
員同士で共有して支援を行っている。

ご本人様のその日の状態や意向に合わ
せて、離床や休息・食事の時間等をその
都度柔軟に対応しており、十分な対応が
出来るよう職員同士でも協力体制を整
えている。

日常の支援の中での何気ない発言や表
情の変化を汲み取りながら、意向や要
望が潜んでいないか常に気がけており、
特に1対１での関わりの際には、想いを
引き出せるような会話に努めている。

ご本人様のこれまでの生活リズムを大
切にして、お一人お一人自由な時間を
過ごして頂きつつ、要望や想いを汲み取
りながら介護計画やご本人さんの意向
に合わせて支援を行っている。

ご家族様とも相談を行いながら、衣類を
準備して頂き、ご本人様の好みを考慮し
て更衣や調節の支援を行っている。ま
た、お化粧やマニキュア等も要望に応じ
て支援している。

野菜の皮むきなどの下ごしらえを一緒に
行ったり、食器の片づけを一緒に行うこ
とで、役割や食事への関心を持って頂け
るよう支援している。また、行事の際など
には調理も一緒に行っている。

食事準備等は感染予防に十分配慮し、
可能な範囲で手伝ってもらっている。食
に関するレクリエーションも増やし、食
べることへの興味や楽しみを感じてもら
えるよう工夫している。

定期的に散髪に来て頂いており、ご本
人様のご意向を確認しながら、整えて頂
いている。また、離床時にはブラシを渡
してご自分で整えて頂く等、関心が薄れ
ないよう配慮している。

お菓子作りを手伝って頂いたり、行事の
際には準備から調理まで一緒に行い、
食事を楽しく食べて頂けるような支援に
努めている。また、リクエストメニューを
献立に取り入れ楽しい食事を支援してい
る。

残存機能を活かした飲食の支援方法を
常に模索しており、食事や水分の摂取
量をチェックすると共に、飲食がすすま
ない方にはこまめな提供やゼリー等形
状を変更し、摂取量の確保に努めてい
る。

毎食後に口腔ケアを行っており、口腔状
態の観察にも気がけている。訪問歯科
の指示のもと、数種類の器具をもちいな
がら日々のケアに努めている。夜間は
義歯を預かり洗浄を行っている。

飲食の摂取量を紙面に残しており、好み
の把握や提供するタイミング等飲食がす
すむ工夫を行いながら、摂取量の確保
に努めている。また、自己での摂取をし
て頂けるような支援の工夫に努めてい
る。

お一人お一人に合わせて支援の工夫を
行いながら、毎食後に口腔ケアをして頂
いている。訪問歯科を受けておられる方
は指示を全職員に伝達して、口腔衛生
が保たれるようケアに努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自己評価（西館）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（東館）

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々にそっ
た支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めてい
る

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。
又、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援してい
る

排泄チェック表にて排泄のパターンをつ
かみながら、心身の状態にも合わせてト
イレでの排泄を支援し、排泄リズムを整
えている。また、パット使用時も種類や
交換時間等こまめに検討している。

入居者の自尊心に配慮しながら、でき
る限りトイレでの排泄に取り組んでい
る。退院後等は、ポータブルトイレやタ
イミングを計りながらの誘導で、おむつ
等に頼らない排泄を目指している。

排泄物の量や性状を観察して伝達を行
い、毎日乳製品を摂取して頂いたり、水
分補給にて便秘の解消に努めている。
看護師に腹部状態をみて頂き、マッサー
ジや緩下剤にて対応することもある。

排泄の時間や量をその都度チェック表
に記載し、排泄リズムをつかむと共に、
定期的なトイレ誘導にて、トイレ内への
排泄ができるよう支援を行っている。
パットの種類やあて方もその都度検討し
ている。

毎朝牛乳を提供して飲用して頂くと共
に、甘い飲み物の過剰摂取を避けて水
分補給を十分に行って頂き、運動の機
会も作れるよう支援している。看護師に
相談して内服を調整して頂くこともある。

個々の状態に合わせて曜日や時間帯を
設定しており、その日の状況に合わせて
柔軟に変更して対応している。入浴が苦
手な方には、歌を聞きながら入って頂い
たり、個浴で準備する等の工夫を行って
いる。

入居者の体調や希望に応じ、毎日入浴
が出来る体制を整えている。必要時に
は、訪問看護と協力しての入浴も行う。
季節のゆず湯等は、各入居者の皮膚
状態等、健康面に配慮し楽しんでもらっ
ている。

夜間の状況を日中の職員へ詳しく伝達
することにより、支援状況を共有しなが
ら日中での休息時間を配慮している。ま
た、日中の活動性をあげることにより、
夜間ゆっくり休んで頂けるような支援に
努めている。

特別な要望が無い方は、ご家族様ご本
人様に確認して週に2回入浴して頂いて
おり、ご希望に合わせてその都度柔軟
に変更している。毎日入浴される方や個
浴にて入られる方もいる。また、事故の
無いような支援にも努めている。

日中は体の調子を考慮しながら夜間の
眠りを阻害しない程度に休息の支援を
行っており、夜間の寝つきが浅い時には
原因の把握に努めながら、支援の工夫
状況を情報共有することにより、安心し
て休んで頂けるよう支援している。

内服の一覧表があり、いつでも閲覧でき
るようになっている。また、薬の効果や
副作用については看護師や訪問医師か
らの説明や、個々でも学ぶようにしてお
り、内服変更時は特にご本人様の様子
を観察して報告を密に行っている。

生活歴や趣味等を把握した上で、持って
いる力を活かせるような活動内容を支援
しており、心身状態に合わせて柔軟な対
応を行うことで、やりがいや楽しさを感じ
て頂けるよう支援している。

内服一覧表にて確認できるようになって
おり、複数の病院から内服が処方されて
いる方の分は、別紙で変更等がわかる
よう一覧を作り、貼りだしている。また、
内服変更の指示も情報共有できるよう
別紙に記載し、申し送りを行っている。

昔からの趣味や仕事経験を活かした活
動内容を提案したり、他者と共に体操や
歌・ボール運動等のレクリエーションに
参加して頂く事で、残存機能の活用と共
に気分転換ができるよう支援している。

体調や天候などにも左右されるが、ドラ
イブや近所への散歩などの支援は行っ
ている。感染症流行により、外食・買い
物・コスモス見学などの行事は中止して
おり、ご家族様との外出も自粛を余儀な
くされている。

感染予防の観点から外出はドライブが
ほとんどであるが、入居者の希望やそ
の日の気分に応じ外出している。ふらり
と散歩に出たいときは、ホーム周囲を
スタッフが付き添い散歩している。

現在は感染症流行にて外出の自粛を余
儀なくされているが、それ以前は近所へ
の散歩や近隣の施設へ遊びに行った
り、買い物や外食などの支援を行ってい
た。ドライブは現在も状況をみながら支
援している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自己評価（西館）

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価（東館）

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をし
ている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工夫している

ご家族様のお写真や仏壇・家具や寝具
等も自由に持って来て頂いており、馴染
みのもの等を依頼して持って来て頂くこ
ともある。室内の配置や床マットの設置
等安心して休める環境作りにも努めてい
る。

利用者様の要望にお応えしてトイレ内の
手すりを増やしたり、室内にバーの設置
も行っている。トイレの場所がわかりや
すいよう表示をしたり、居室にはネーム
プレートや個人の作品を設置している。

現在は買い物等に行かれる方がいない
ため、お金を使う機会がほとんど無く
なっているが、個人でお財布をもたれて
いる方はおられ、金庫に預けて使用時
は支援を行っている。

個人でお金を所持して使うことの大切さ
を職員が認識しており、必要に応じてご
家族様とも相談しながら所持して頂いて
いる。使用時は職員が付き添いを行って
おり、金額により金庫で預かっている。

手紙が送られて来た際には読む支援を
行っており、年賀状なども一緒に作成し
て送付している。電話もご要望に応じて
支援のもと会話して頂いており、現在は
ラインのビデオ通話もして頂けている。

室温調整をこまめに行いながら、加湿に
も気がけ、定期的に換気も行っている。
また、季節ごとの飾り物も利用者様と一
緒に準備や飾りつけを行うことで、楽し
みや季節感の演出も行っている。また、
席の配置を工夫することで光の調整も
行っている。

共用部分には入居者の趣味を活かし
た飾りや写真等を掲示しており、楽しい
雰囲気である。ドアの開閉音等、大きな
音を立てないよう配慮し、温度湿度も入
居者に確認しながら居心地が良いよう
に配慮している。

携帯電話を持っておられる方もおられ、
自由に連絡されている。ホーム設置の
電話も支援のもと使用して頂いており、
ご家族様とも会話をもたれている。現在
はラインでのビデオ通話もして頂けてい
る。

季節に合わせた飾りつけを行うと共に、
利用者様と一緒に作成した作品も飾る
ことで、楽しみの支援にも繋げている。
また、室温調整や加湿にも気がけなが
ら心地よく過ごして頂けるよう配慮してお
り、利用者様にも声掛けしながら調整を
こまめに行っている。

バリアフリーになっており、廊下には手
すりを設置して移動をサポートしている。
トイレや浴室にも手すりの設置や滑り止
めのマットを使用しており、残存機能の
活用と安全面の配慮を行っている。

関係性を考慮しながら席の配置をその
都度検討しており、2，3人用のソファー
で共に過ごして頂く事で交流の機会を
作ったり、一人がけの椅子でゆっくり過
ごして頂く等、その都度配慮している。

居室には自由にご本人様の馴染みのも
のや趣味のものなどを持って来て頂い
ており、寝具も安心して休めるものを相
談しながらその都度変更して、居心地の
良い環境作りを支援している。

居室に関しては本人が過ごしやすいよ
うに、家族等と相談しながら居室作りを
行っている。危険物以外、持ち込み制
限はなく、使い慣れた物や好みの物を
持ち込んで快適に暮らせるよう配慮し
ている。

気の合う方同士で隣席になれるよう席
の配置を考慮しており、話題を提供しな
がら楽しい時間を過ごして頂けるよう配
慮している。交流の様子に合わせて適
度な距離がとれるよう支援することもあ
る。
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